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当資料に記載された情報は信頼に足る情報源から得たデータ等に基づいて作成しておりますが、その内容については明示されていると否とにかかわらず、弊社がその正確性、確実性を保証するものではありません。また、こ
こに記載された内容が事前の連絡なしに変更されることもあります。また、当資料は情報提供を目的としており、金融商品等の売買を勧誘するものではありません。取引時期などの最終決定はお客さまご自身の判断でな
されるようお願い致します。
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○概況

りそなホールディングス 市場企画部

12月鉱工業生産、前月比+0.9％と市場予想を上回った。
製造業は増加も伸びが鈍化。耐久財が増加し、非耐久財は減少。
寒波の影響で公益事業（電気・ガス）の増加が目立つ

 12月鉱工業生産は前月比+0.9％と市場予想(+0.5％)を上回った(11月
▲0.1％)。製造業(11月+0.3％→12月+0.1％)は4ヶ月連続の増加、公益事業
(▲3.1％→＋5.6％)の増加が目立ったほか、鉱業(＋0.1％→+1.6％)も増加。

 製造業は耐久財業種の生産が+0.3％(11月+0.4％)、非耐久財業種は▲0.1％
(11月+0.2％)。

 設備稼働率は鉱工業全体で77.9％と前月(77.2％)から上昇。これは1972年－
2016年の長期平均を2.0％ポイント下回る水準。内訳をみると、製造業(11月
76.4％→12月76.4％)は変わらず、鉱業(84.4％→85.6％)、公益事業(76.2％
→80.4％)が共に上昇。

【鉱工業生産指数と設備稼働率の推移】

【鉱工業生産 内訳(前月比)】

【ハイテク、自動車・同部品、油田・ガス掘削の推移】

【出所】FRB、Haver Analytics

（％） 17/7月 17/8月 17/9月 17/10月 17/11月 17/12月

鉱工業生産 ▲0.2 ▲0.4 ＋0.2 ＋1.8 ▲0.1 ＋0.9

製造業 ▲0.3 ▲0.2 ＋0.1 ＋1.5 ＋0.3 ＋0.1

耐久財 ▲0.9 ＋0.3 ＋1.5 ＋0.5 ＋0.4 ＋0.3

うち 自動車・同部品 ▲4.8 ＋3.5 ＋1.7 ＋1.3 ▲0.5 ＋2.0

うち 機械 ▲1.8 ▲1.7 ＋3.4 ＋1.7 ＋0.4 ＋0.4

うち 電算機・電子機器 ▲0.3 ＋0.1 ＋0.5 ＋0.9 ＋1.0 ▲0.1

非耐久財 ＋0.4 ▲0.6 ▲1.3 ＋2.6 ＋0.2 ▲0.1

鉱業 ▲0.3 ▲1.0 ＋1.5 ＋1.7 ＋0.1 ＋1.6

公益事業 ＋0.5 ▲1.2 ▲1.3 ＋4.1 ▲3.1 ＋5.6

電力 ＋0.7 ▲1.5 ▲1.4 ＋4.7 ▲3.6 ＋5.6

天然ガス ▲0.8 ＋1.1 ▲0.3 ±0.0 ＋0.5 ＋6.0

設備稼働率 76.4 76 76.1 77.4 77.2 77.9

製造業 75.3 75.1 75.2 76.3 76.4 76.4

鉱業 83.3 82.2 83.2 84.5 84.4 85.6

公益事業 77.6 76.6 75.6 78.7 76.2 80.4
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